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§１．研究開発成果の概要 

 

１．（本研究開発の目的） 

本研究は、世界市場を牽引しているマメ科作物ダイズを材料とし、共生窒素固定のポテンシャル

向上、ならびに変動環境においても頑健に窒素固定を行う環境適応型の植物を開発することで脱

炭素社会を実現に貢献する。本研究により植物の窒素固定能力を強化することで空中窒素の利

用効率を高め、少ない窒素肥料で高収量を達成する。窒素固定能力強化に加えて、変動環境適

応能を付与したダイズの開発により、あらゆる環境でダイズ栽培が可能になることを目指す。 

 

２．（今年度実施内容・成果） 

（１）窒素栄養適応型および弱光環境適応型ダイズの開発 

初年度である 2023 年度は本プロジェクトのスムーズな始動に向けた準備期間として、各グルー

プでダイズ研究に着手するために必要な研究材料および研究設備の整備を重点的に進めた。ま

た、窒素栄養および弱光環境適応型ダイズの創出にあたり、研究グループの先行研究によるモデ

ル植物を用いた研究により得られた知見から、遺伝子改変の対象とするダイズ遺伝子を選抜する

ための研究を進めた。窒素栄養適応型ダイズの開発においては、具体的には、ミヤコグサの研究

により明らかになった窒素応答の鍵転写因子のダイズの機能オルソログを同定するために、ミヤコ

グサの当該変異体を用いた相補実験を実施した。その結果、当該転写因子の機能オルソログを同

定することに成功した。また、4 倍体を起源とする 2 倍体のダイズでは、当該転写因子の機能が分

化している可能性も示唆された。得られた結果は、グループ間で情報共有し、優先的に遺伝子改

変を行う遺伝子を絞り込んだ。 
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